
送信と受信の確率モデル(1word=4bitの場合) 自然数体と並行時間の非存在から自然に導かれる結論
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正しい通信

エラーなし
効率100%で

⇒S/N比４以上を要求される（n-bitの場合S/N比≧n）

⇒8b/10b 辺りが限界
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